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ナラの提出課教科書 総課数 ・ト タラ1ナラ 備　　　　　　　考
キ　ソ（1） ・・12231 251・・ ナラは名詞・形容動詞の語幹に接続するもののみ提出
学　研（2） ・・123｜231231231〃
学友一日（・）136129・・1・・1・・1　　〃
学友一中（・）1・・ 36 41・・1・・ バ・タラ・ナラは「仮定」を表すとしている
・CU（・）1・・1・・ 21 ・・1・・ 四者を“Condition”ということばで説明
口（・）13426国3232




・CJ（・）150 29・・1・ぴ31 30 時を表すタラは31課で別に提出
外大（・）13212828128 28
長沼（1・）1・・1121281・・1・5・・1霧談ζ29鵠轟麟
早大（・2）1・・13513213334i一
教科書　（）の番号は文献番号を示す
　（1）　海外技術者研修協会編r日本語の基礎1』1983改訂版，r日本語の基礎n』
　　　1983
　（2）学習研究社刊，『Japanese　for　Today』1g73
　（3）国際学友会日本語学校編，r目本語1』1981，3版
　（4）　国際学友会日本語学校編r中国人のための日本語』1974
　（5）国際基督教大学日本語科編rModem　Japanese　for　University　Students
　　　Part　I』1979改訂版
　（6）　国際交流基金編r日本語初歩1，H』1982
　（7）　JORDEN，　Elenor　Harz，『Beginning　Japanese　part　1，　part　2』Charles
　　　E．Tuttle　Company　1974
　（8）対外日本語教育振興会日本語テープ編集委員会編rIntensive　Courese　in
　　　Japanese；Elementary　part　1，　part　2』ランゲージ・サービス刊1960
　（9）東京外国語大学外国語学部附属日本語学校編r目本語1』1979
　（10）長沼直兄編者『Naganuma’s　Basic　Japanese　Course』1978重版
　（11）長沼直兄著rGrammar　and　Glossary（Revised　Edition）』1980改訂版
　（12）早稲田大学語学教育研究所編r外国学生用日本語教科書初級』1978再訂版
一 78一
4　参考文献
遠藤織枝，1978，「条件を表わすrば』rたら』rなら』について」r東海大学
　留学生別科紀要第2号』，東海大学
小野米一他，1983，「条件表現rと』『ば』『たら』『なら』の異同について」
　『北海道教育大学紀要第34巻第1号』，北海道教育大学
川口さち子，1984，「ト・バ・タ・ナラによる条件表現の分析」『早稲田大学
　語学教育研究所紀要28』，早稲田大学
北条淳子，1964，「条件の表わし方」r日本語教育4・5号』，日本語教育学
　会
　　　　，1973，「複文構成」r講座日本語教育第9分冊』，早稲田大学語学
　教育研究所
久野　暉，1973，『日本文法研究』，大修館
国広哲弥，1982，r意味論の方法』，大修館
　　　　，1985，「外国語学習の効用」『言語生活』4月号，筑摩書房
言語学研究会・構文論グループ，1985，「条件づけを表現するっきそい・あ
　わせ文〔1｝」『教育国語81』，むぎ書房
小出慶一他，1981，「ト・バ・タラ」rアメリカ・カナダ十一’大学連合日本
　研究センター紀要4』，アメリカ・カナダ十一大学連合日本研究センター
国語学会（編），1980，『国語学大辞典』，東京堂
国際交流基金，1983，『日本語教科書ガイド』，北星堂書店
国立国語研究所，1951，「現代語の助詞・助動詞』，秀英出版
　　　　，1964，『現代雑誌90種の用語用字第三分冊分析』，秀英出版
　　　　，1984，『日本語教育映画基礎編・教師用マニュアルユニツト5』，
　シネセル
阪倉篤義，1958，「条件表現の変遷」『国語学33』，国語学会
周複卿，1983，「日本語の条件表現」r言語学論叢2』，筑波大学
　　　　　　　　　　　　　　　一79一
鈴木重幸，1972，『日本語文法・形態論』，むぎ書房
鈴木忍，『文法1（教師用日本語教育ハンドブック③）』，1978，国際交流基
　金
田中章夫，1977，「助詞（3）」『岩波講座日本語7　文法皿』，岩波書店
鶴田庸子，1984，「日本語教育のためのタラとバの分析」r日本語教育論集』，
　国立国語研究所
寺村秀夫，1981，r日本語の文法（下）』，国立国語研究所
　　　　，1982，「日本語における単文，複文認定の問題」『講座日本語学・
　外国語との対照皿」，明治書院
豊田豊子，91978，「接続助詞rと』の用法と機能（1）」『日本語学校論集5
　号』，東京外国語大学附属日本語学校
　　　　，1979，「発見のrと』」『日本語教育36号』，日本語教育学会
　　　　，1979，「接続助詞rと』の用法と機能（皿）」『日本語学校論集6
　号』，東京外国語大学附属日本語学校
　　　　，1982，「接続助詞rと』の用法と機能（IV）」r日本語学校論集9
　号』，東京外国語大学附属日本語学校
　　　　，1985，「『と，ば，たら，なら』の用法の調査とその結果」，『日本
　　語教育56号』，日本語教育学会
永野　賢，1975，「『もしも私が家を建てれば……』の文法」『新日本語講座
　2・日本文法の見えてくる本』，汐文社
日本語教育学会（編），1982，『目本語教育事典』，大修館
蓮沼昭子，1985，「『ナラ』と『トスレバ』」『日本語教育56号』，日本語教育
　学会
浜田留美，1970，’「タラと（レ）バ」『国際学友会日本語学校紀要3号』，国
　際学友会
藤井美知子，1982，「初級段階における順接条件表現・バ・タラ・ナラの図
　示を試みる」『国際学友会日本語学校紀要7号』，国際学友会
松村　明（編），1969，『古典語現代語助詞助動詞詳説』，学燈社
　　　　　　　　　　　　　　・・－80・一
　　　　（編），1971，『日本文法大辞典』，明治書院
三尾　砂，1958，『話しことばの文法』，法政大学出版局
三上　章，1953（1972），r現代語法序説』，くろしお出版
　　　　，1963，『日本語の構文』，くろしお出版
南不二男，1974，『現代日本語の構造』，大修館
宮島達夫，1964，「バとトとタラ」『講座現代語6・口語文法の問題点』，明
　治書院
森田良行，1967，「条件の言い方」　『講座日本語i教育第3分冊』，早稲田大学
　語学教育研究所
　　　　，1980，『基礎日本語2』，角川書店
　　　　，1984，『基礎日本語3』，角川書店
一 81一

資料1．使用語彙一覧
　これは，この映画中に言語表現として現れた全ての語について一覧表にし
たものである。資料2．のシナリオ全文同様，教材として活用できることも考
慮してかな（ひらがな，かたかな）書きにしてある。
　1．見出し語はアイウエオ順に配列し，そこにその使用文例を全て書き出
　　した。
　2．見出し語の認定については，初級日本語教育の立場に立っている。
　　2．－1．接頭語「お」「ご」や，接尾語「さん」等は，見出し語として
　　　取り上げている。ただし，「おたく」「おとうさん」等は，そのまま見
　　　出し語に立てている。
　　2．－2．数詞は助数詞と切り離して見出し語に立てている。
　　2．－3．動詞は，終止形を見出し語にしている。
　　2．－4、形容動詞は，「＿な」の形を見出し語にしている。
　　2．－5．　「です」等に前接する「ん」は，一語扱いにして見出し語にし
　　　ている。
　　2．－6．　「おせわになる」「おらくに」等，慣用表現として扱ったもの
　　　は，見出し語にしている。
　　2．－7．助動詞「た」や接続助詞「て」は，ここでは動詞部分に含め見
　　　出し語にしていない。ただし，「たら」「なら」は，動詞部分等から切
　　　り離し，見出し語に立てている。
　3．見出し語の語義，活用変化，他の語との結びつき等に基づいて下位分
　　類する場合には，ω②……のようにした。
　　3．－1、動詞は，本動詞としての用法と補助動詞としての用法で大きく
　　　二分した。本動詞の場合は「ます」形であるか，「一て」等の形で
　　　あるかで下位分類し，補助動詞が違えぽさらに下位分類してある。ま
　　　た常体での言い方は，一語扱いにして別の分類にした。
　　3．－2．　「です」「でしょう」は，それに伴う終助詞の種類，また「ん」
　　　　　　　　　　　　　　　－85一
　　が前接するかどうかにより下位分類してある。
　3．－3．助詞「か」「が」「に」「で」「の」等は，その意味・用法によっ
　　て下位分類してある。
4．　「ます」「ました」については文例の列挙を省略し，文番号だけを示
　した。「ましょう」は省略していない。
5．使用文例の文頭には，①②……の数宇がつけてある。これはシナリオ
　での文通し番号であり，この解説書全体に共通のものである。同一見出
　し語内では，この順に文例を提出した。（1）②……と下位分類した場合に
　も，その分類内で同一の提出順をとっている。全くの同一文については
　通し番号を横に並べ，引用を一回ですませた。
6．見出し語の横には〔〕で常用漢字の範囲内で漢字を示し，またその
　横には（）で語の使用回数を示した。
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ああ（8）
　⑦ああ，わたしのいえのちかくにあじさいがきれいにさいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑧ああ，ずいせんじでしょう。
⑳ああ，にほんがの……。
　⑳　ああ，どうも。
　⑪　ああ，これですか。
　⑱　ああ，ずいせんじへ　いくなら，いっしょに　いきましょうか。
　⑱　ああ，じゆんこ。
　⑮　ああ，ふじさんが　みえる。
あお〔青〕｛1）
　⑲このいろは，あおとみどりをまぜるとできるわ。
あじさい㈲
　⑤でも，いま，あじさいがとてもきれいね。
　⑦ああ，わたしのいえのちかくにあじさいがきれいにさいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑳そろそろ，あじさいをみに　いきましょうよ。
　⑪　あじさいを　みるなら，ずいせんじが　いいですね。
　⑭　あそこの　あじさいは　きれいですよ。
あそこ②
　⑭　あそこの　あじさいは　きれいですよ。
　⑳あそこにのぼれば，うみがみえますよ。
あそぶ〔遊ぶ〕ω
　⑳　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
あたリ〔辺り〕｛1）
　⑪このあたりは，なつになるとおおぜいのひとがきます。
あっω
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　⑳あっ，そうね。
あめ〔雨〕ω
　①まいにちまいにち，よくあめがふるわね。
ありがとうω
　⑳ありがとう。
ある⑤
（1）⑲　この　みちを　すこし　いくと，たばこやさんが　あります。
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑳ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわにあります。
②⑦　ああ，わたしの　いえの　ちかくに　あじさいが　きれいに　さいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑲このへんにはたくさんあるの。
いい｛7）
（1）⑯　いい　いろですね。
　⑯　いい　おてんきねえ。
　⑳いいはなね。
②⑪　あじさいを　みるなら，ずいせんじが　いいですね。
㈲③　はやく　つゆが　おわると　いいな。
　⑱　みえると　いいね。
（4）⑯　こめいわくで　なければ，おじゃましても　いいかしら。
いう〔言う〕ω
　⑰なんていうはなかしら。
いえ〔家〕②
　⑦ああ，わたしのいえのちかくにあじさいがきれいにさいて
　　いる　おてらが　あるわ。
⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
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　　がわの　よんけんめの　いえです。
いく〔行く〕｛9｝
口｝⑪　いっしょに　ずいせんじへ　いきましょうよ。
　⑳　ああ，ずいせんじへ　いくなら，いっしょに　いきましょうか。
②⑲　そろそろ，あじさいを　みに　いきましょうよ。
｛3｝⑫　ええ，おてんきが　よければ，いって　みたいわ。
｛4｝⑳　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　にはいると，みぎがわに　あります。
｛5）⑲　この　みちを　すこし　いくと，たばこやさんが　あります。
　⑳　もうすこし　いくと，ずいせんじです。
（6｝◎　ああ，ずいせんじへ　いくなら，いっしょに　いきましょうか。
　⑲　ずいせんじへ　いくなら，こっちの　みちが　ちかいよ。
いつもω
　⑳いっもじゅんこがおせわになっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、いっしょ｛こ｛2）
　⑪　いっしょに　ずいせんじへ　いきましょうよ。
　⑳　ああ，ずいせんじへ　いくなら，いっしょに　いきましょうか。
いま〔今〕（1）
　⑤　でも，いま，あじさいが　とても　きれいね。
いらっしゃる｛1）
　⑮　よく　いらっしゃいました。
いる〔4）
｛1）⑳　いっも　じゅんこが　おせわに　なって　います。
②⑭　まいにち　ひとりで　しごとを　して　いるから。
（3）⑦　ああ，わたしの　いえの　ちかくに　あじさいが　きれいに　さいて
　　いる　おてらが　あるわ。
（4｝⑮　この　はなの　なまえ，しって　いる？
いれる〔入れる〕｛1｝
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　⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
いろ〔色〕｛6｝
　⑯いいいろですね。
　㊨　こんな　いうが　じゆうに　だせたら，すばらしいわ。
　⑲このいろは，あおとみどりをまぜるとできるわ。
　⑫　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。
　⑫　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。
　⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
うえ〔上〕ω
　⑳　かわいたら，その　うえから　ぬります。
うち口｝
　⑩そうだ，こんどのにちようび，つこうがよければ，わたしのう
　　ちに　こない？
うっすらと口）
　⑰　うっすらと　みえるわね。
うみ〔海〕口｝
　⑳あそこにのぼれば，うみがみえますよ。
うん（3｝
　④⑳　うん。
　⑰　うん，よかった。
ええ｛6）
　⑨⑳⑳⑳ええ。
　⑫ええ，おてんきがよければ，いってみたいわ。
　⑳ええ，たばこやさんできいたら，すぐわかりました。
お｛7）
　⑦ああ，わたしのいえのちかくにあじさいがきれいにさいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑫ええ，おてんきがよければ，いってみたいわ。
　　　　　　　　　　　　　　－90－・
　⑬　おきゅくが　くれぽ，ちぢも　とても　よろこぶわ。
　⑮　こめいわくで　なけれぽ，おじゃましても　いいかしら。
　⑳　おともだちの　はるこさん。
　⑳　おじゃまします。
　⑯　いい　おてんきねえ。
おおい〔多い〕（1）
　⑫　ちかごろは，くるまも　おおいのよ。
おおぜい〔大勢〕ω
　⑪　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
おおまち〔大町〕ω
⑱おおまちでバスをおります。
おせわになる〔お世話になる〕ω
　⑳いつもじゅんこがおせわになっています。
おたく〔お宅〕②
　⑳　はせがわさんの　おたくは，この　ちかくでしょうか。
　⑳はせがわさんのおたくなら，すぐそこですよ。
おとうさん〔お父さん〕（3｝
　㊨　おとうさん……。
　⑩ねえ，おとうさん。
　◎　よかったら，おとうさんも　どう？
おらくに〔お楽に〕（1｝　　，
　⑬　おらくに　どうぞ。
おりる〔降りる〕ω
　⑱　おおまちで　バスを　おります。
おわる〔終わる〕（1）　　　　　　…「
　③はやくつゆがおわるといいな。
か（3｝
（1）⑳　はせがわさんの　おたくは，この　ちかくでしょうか。
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②⑬　ああ，ずいせんじへ　いくなら，いっしょに　いきましょうか。
（3）⑪　ああ，これですか。
が㈱
｛1）①　まいにち　まいにち，よく　あめが　ふるわね。
　③　はやく　つゆが　おわると　いいな。
　⑤　でも，いま，あじさいが　とても　きれいね。
　⑦　ああ，わたしの　いえの　ちかくに　あじさいが　きれいに　さいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑦　ああ，わたしの　いえの　ちかくに　あじさいが　きれいに　さいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑳そうだ，こんどのにちようび，つこうがよけれぽ，わたしのう
　　ちに　こない？
　⑫　ええ，おてんきが　よけれぽ，いって　みたいわ。
　⑬　おきゃくが　くれぽ，ちぢも　とても　よろこぶわ。
　⑲このみちをすこしいくと，たばこやさんがあります。
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑪　あじさいを　みるなら，ずいせんじが　いいですね。
　⑮ずいせんじへいくなら，こっちのみちがちかいよ。
　⑪　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
②㊨　こんな　いうが　じゆうに　だせたら，すばらしいわ。
　⑳あそこにのぼれぽ，うみがみえますよ。
　⑮　ああ，ふじさんが　みえる。
｛3｝⑳　いつも　じゅんこが　おせわに　なって　います。
（4｝⑭　ふゆなら　よく　みえるんだが叩…。
かく〔書く〕（1｝
　⑯じゃあ，ちずをかくわ。
かしら｛3）
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⑮こめいわくでなければ，おじゃましてもレ・いかしら。
　⑰なんていうはなかしら。
　㊨　ふじさんも　みえるかしら。
かまくら〔鎌i倉〕（1｝
　⑰かまくらでさんばんのバスにのります。
から（2）
　働　かわいたら，その　うえから　ぬります。
　⑳　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
から（2｝
ω⑭　まいにち　ひとりで　しごとを　して　いるから。
②⑬　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
かわく〔乾く〕｛1｝
　⑱　かわいたら，その　うえから　ぬります。
きく〔聞く〕｛1｝
　⑳ええ，たぽこやさんできいたら，すぐわかりました。
きゃく〔客〕（1｝
　⑬　おきゃくが　くれぽ，ちぢも　とても　よろこぶわ。
きれいな㈲
口）⑭　あそこの　あじさいは　きれいですよ。
②⑦　ああ，わたしの　いえの　ちかくに　あじさいが　きれいに　さいて
　　いる　おてらが　あるわ。
（3）⑱　わあ，きれいだ。
｛4｝⑤　でも，いま，あじさいが　とても　きれいね。
　⑭　わあ，きれいね。
〈る〔来る〕働
口｝＠　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
　　　　　　　　　　　　　　－93一
②⑳　きて　よかったわね。
（3｝⑩　そうだ，こんどの　にちようび，つこうが　よければ，わたしの　う
　　ちに　こない？
｛4）⑳　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
⑤⑬　おきゃくが　くれば，ちぢも　とても　よろこぶわ。
くるま〔車〕ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　⑫ちかごろは，くるまもおおいのよ。
けん〔軒〕（1）
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。　　　　　　　　　　　　　・
ご〔御〕（1）
　⑮こめいわくでなければ，おじゃましてもいいかしら。
こい〔濃い〕｛1）
　⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
こう（1）
　⑰　そんな　ふうに　したかったら，この　ふでで　こう　します。
ここ②
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑯　ここも　すてきだわ。
こっちω
　⑲　ずいせんじへ　いくなら，こっちの　みちが　ちかいよ。
この岡
口）⑲　この　みちを　すこし　いくと，たばこやさんが　あります。
　⑲このいろは，あおとみどりをまぜるとできるわ。
　⑫　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。
　●　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。
　　　　　　　　　　　　　　－94－一
　⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
　⑰　そんな　ふうに　したかったら，この　ふでで　こう　します。
　⑮　この　はなの　なまえ，しって　いる？
②⑳　はせがわさんの　おたくは，この　ちかくでしょうか。
　＠　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
　⑳　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
　⑳このへんにはたくさんあるの。
これ②
　⑪　ああ，これですか。
　⑫　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。
ころ｛1｝
　⑳　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
こんど〔今度〕｛1）
　⑩そうだ，こんどのにちようび，つこうがよければ，わたしのう
　　ちに　こない？
こんな｛1）
　㊨　こんな　いうが　じゆうに　だせたら，すぼらしいわ。
さあ②
　⑯　さあ，さあ。
　⑳　さあ，さあ。
さく〔咲く〕｛1）
⑦ああ，わたしのいえのちかくにあじさいがきれいにさいて
　いる　おてらが　あるわ。
ざくろω
　⑱　ざくろよ。
さん〔三〕（11
⑰かまくらでさんばんのバスにのります。
　　　　　　　　　　　　　　－95一
さん⑤
　⑲このみちをすこしいくと，たばこやさんがあります。
　⑳はせがわさんのおたくは，このちかくでしょうか。
⑳はせがわさんのおたくなら，すぐそこですよ。
　⑳ええ，たぽこやさんできいたら，すぐわかりました。
　⑳　おともだちの　はるこさん。
しごと〔仕事〕（1）
　⑭まいにちひとりでしごとをしているから。
しつれい〔失礼〕ω
　⑮　ちょっと　しつれい。
じゃω
　⑳そう，じゃ，よかった。
じゃあ（1）
　⑯じゃあ，ちずをかくわ。
じゃま〔邪魔〕②
　⑮こめいわくでなけれぽ，おじゃましてもいいかしら。
　⑳　おじゃまします。
じゆうな〔自由な〕（11
　㊨　こんな　いうが　じゆうに　だせたら，すぼらしいわ。
じゅんこ〔順子〕②
　⑳いつもじゅんこがおせわになっています。
　⑳　ああ，じゅんこ。
しる〔知る〕②
（1）⑮　この　はなの　なまえ，しって　いる？
②⑯　しらないわ。
ずいせんじ〔瑞泉寺〕｛61
　⑧ああ，ずいせんじでしょう。
　⑪いっしょにずいせんじへいきましょうよ。
　　　　　　　　　　　　　－96一
　⑪　あじさいを　みるなら，ずいせんじが　いいですね。
　⑬　ああ，ずいせんじへ　いくなら，いっしょに　いきましょうか。
　⑲ずいせんじへいくなら，こっちのみちがちかいよ。
　鐙　もうすこし　いくと，ずいせんじです。
すぐ（4｝
（1｝⑳　ここで，ひだりの　みちに　はいると，すぐ　ちいさな　はしが　あ
　　ります。
　⑳すぐわかりました？
　⑳ええ，たばこやさんできいたら，すぐわかりました。
②⑳　はせがわさんの　おたくなら，すぐ　そこですよ。
すこし〔少し〕｛1｝
　⑲このみちをすこしいくと，たぽこやさんんがあります。
すてきな｛1）
　⑯　ここも　すてきだわ。
すばらしい（1）
　㊨　こんな　いうが　じゆうに　だせたら，すばらしいわ。
すみません｛1｝
　⑳　すみません。
する（6）
｛1）⑳　おじゃまします。
　⑰　そんな　ふうに　したかったら，この　ふでで　こう　します。
②⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
　⑰そんなふうにしたかったら，このふででこうします。
｛3⑭　まいにち　ひとりで　しごとを　して　いるから。
｛4｝⑮　こめいわくで　なければ，おじゃましても　いいかしら。
そう｛6）
（1）②　⑥　⑳　そうね。
　⑳あっ，そうね。
　　　　　　　　　　　　　　－97一
｛2｝⑳　そう，じゃ，よかった。
　⑳そう。
そうだ（1｝
　⑩そうだ，こんどのにちようび，つこうがよければ，わたしのう
　　ちに　こない？
そこ（1｝
　⑳はせがわさんのおたくなら，すぐそこですよ。
そちらω
　⑳　そちらへ　どうぞ。
その（1）
　⑳　かわいたら，その　うえから　ぬります。
そろそろ（1｝
　⑲　そろそろ，あじさいを　みに　いきましょうよ。
そんなω
　⑰　そんな　ふうに　したかったら，この　ふでで　こう　します。
だ（1）
　⑭ふゆならよくみえるんだが……。
たい（3）
口｝⑫　ええ，おてんきが　よければ，いって　みたいわ。
②⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
　⑰　そんな　ふうに　したかったら，この　ふでで　こう　します。
たくさん（1）
　⑲このへんにはたくさんあるの。
だせる〔出せる〕｛1）
　㊨　こんな　いうが　じゆうに　だせたら，すぽらしいわ。
たばこや〔たばこ屋〕②
　⑲このみちをすこしいくと，たばこやさんがあります。
　⑳ええ，たばこやさんできいたら，すぐわかりました。
　　　　　　　　　　　　　　－98一
たら｛6｝
（1｝㊨　こんな　いうが　じゆうに　だせたら，すばらしいわ。・
　⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
　⑰　そんな　ふうに　したかったら，この　ふでで　こう　します。
　⑳　よかったら，おとうさんも　どう？
②⑱　かわいたら，その　うえから　ぬります。
（3｝⑳　ええ，たばこやさんで　きいたら，すぐ　わかりました。
ちいさな〔小さな〕（1｝
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
ちかい〔近い〕②
｛1｝⑳　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
②⑲　ずいせんじへ　いくなら，こっちの　みちが　ちかいよ。
ちかく〔近く〕②
　⑦ああ，わたしのいえのちかくにあじさいがきれいにさいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑳　はせがわさんの　おたくは，この　ちかくでしょうか。
ちかごろ〔近ごろ〕ω
　⑳　ちかごろは，くるまも　おおいのよ。
ちず〔地図〕口）
　⑯　じゃあ，ずちを　かくわ。
ちぢ〔父〕口）
　⑬　おきゃくが　くれば，ちぢも　とても　よろこぶわ。
ちょっと｛1｝
　㊧　ちょっと　しつれい。
つく〔着く〕口）
　＠　やっと　ついたわね。
　　　　　　　　　　　　　　－99一
つこう〔都合〕口）
　⑩そうだ，こんどのにちようび，つこうがよければ，わたしのう
　　ちに　こない？
つゆ　〔梅雨〕　｛2）
　③　はやく　っゆが　おわると　いいな。
　⑳　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
て口｝
　⑰なんていうはなかしら。
で（6｝
｛1｝⑰　かまくらで　さんばんの　バスに　のります。
　⑬おおまちでバスをおります。
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑳ええ，たばこやさんできいたら，すぐわかりました。
②⑰　そんな　ふうに　したかったら，この　ふでで　こう　します。
｛3｝⑭　まいにち　ひとりで　しごとを　して　いるから。
でない口）
　⑮こめいわくでなけれぽ，おじゃましても　いいかしら。
できる（1｝
　⑲このいろは，あおとみどりをまぜるとできるわ。
でしょう｛3）
ω⑧　ああ，ずいせんじでしょう。
　⑳はせがわさんのおたくは，このちかくでしょうか。
②⑱　むずかしいんでしょうね。
です脚
ω⑳　はしを　わたって，にほんめの　みちを　ひだりに　まがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑬　もうすこし　いくと，ずいせんじです。
　　　　　　　　　　　　　　－100一
（2｝⑳　はせがわさんの　おたくなら，すぐそこですよ。
　⑫　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
　⑭　あそこの　あじさいは　きれいですよ。
（3｝⑯　いい　いろですね。
　⑪　あじさいを　みるなら，ずいせんじが　いいですね。
㈲⑪　ああ，これですか。
｛5｝⑳　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
｛6）⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
でも（1）
　⑤　でも，いま，あじさいが　とても　きれいね。
てら〔寺〕｛1）
　⑦ああ，わたしのいえのちかくにあじさいがきれいにさいて
　　いる　おてらが　あるわ。
てんき〔天気〕②
　⑫ええ，おてんきがよければ，いってみたいわ。
　⑯　いい　おてんきねえ。
と陶
（1）⑲　この　いろは，あおと　みどりを　まぜると　できるわ。
　◎　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。
②⑲　この　みちを　すこし　いくと，たぽこやさんが　あります。
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑳　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
　⑲　この　いろは，あおと　みどりを　まぜると　できるわ。
　　　　　　　　　　　　　　－101一
　⇔　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。
　＠　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
　⑳　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
　⑳　もうすこし　いくと，ずいせんじです。
｛3）③　はやく　つゆが　おわると　いいな。
　⑫　みえると　いいね。
どう｛1）
　⑫　よかったら，おとうさんも　どう？
とうきょう〔東京〕口）
　⑳とうきょうからあそびにくるなら，このへんはちかいですか
　　らね。
どうぞ②
　⑳　そちらへ　どうぞ。
　⑬　おらくに　どうぞ。
どうも口）
　⑭　ああ，どうも。
とても②
　⑤でも，いま，あじさいがとてもきれいね。
　⑬　おきゃくが　くれば，ちぢも　とても　よろこぶわ。
ともだち〔友達〕ω
　⑳　おともだちの　はるこさん。
な｛1｝
　③はやくつゆがおわるといいな。
ない②
　⑩そうだ，こんどのにちようび，つこうがよければ，わたしのう
　　ちに　こない？
　⑳しらないわ。　　　　　　　、
なつ〔夏〕口｝
　　　　　　　　　　　　　　－102一
　⑪　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
なまえ〔名前〕α）
　⑮このはなのなまえ，しっている？
なら〔6｝
　㊨　あじさいを　みるなら，ずいせんじが　いいですね。
　⑱　ああ，ずいせんじへ　いくなら，いっしょに　いきましょうか。
　⑲　ずいせんじへ　いくなら，こっちの　みちが　ちかいよ。
　⑳　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
②⑭　ふゆなら　よく　みえるんだが……。
（3）⑳　はせがわさんの　おたくなら，すぐ　そこですよ。
なる②
　⑪　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
　⑳　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
なん〔何〕ω
　⑰なんていうはなかしら。
に〔二〕｛2）
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　㊧　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
に㈱
｛1）⑦　ああ，わたしの　いえの　ちかくに　あじさいが　きれいに　さいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑳　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります6　　　　　　．　　，
　⑳このへんにはたくさんあるの。
②⑩　そうだ，こんどの　にちようび，つこうが　よければ，わたしの　う
　　　　　　　　　　　　　　一103一
　　ちに　こない？
　⑰かまくらでさんばんのバスにのります。
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑳ひだりのみちをまっすぐいって，にほんめのみちをひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
　⑳あそこにのぼれぽ，うみがみえますよ。
㈲⑪　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
　◎　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
（4｝⑳　そろそろ，あじさいを　みに　いきましょうよ。
　⑳　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
㈲⑰そんなふうに　したかったら，このふでで　こう　します。
にちようび〔日曜目〕（1）
　⑩そうだ，こんどのにちようび，つこうがよければ，わたしのう
　　ちに　こない？
にほんが〔日本画〕（1）
　⑳　ああ，にほんがの……。
ぬる〔塗る〕ω
　⑱　かわいたら，その　うえから　ぬります。
ね⑯
　①まいにちまいにち，よくあめがふるわね。
　②⑥⇔そうね。　，
　⑤でも，いま，あじさいが・とてもきれいね。
　⑯いいいろですね。
　⑱むずかしいんでしょうね。
　　　　　　　　　　　　　　－104一
　⑪　あじさいを　みるなら，ずいせんじが　いいですね。
　⑳あっ，そうね。
　⑬とうきょうからあそびにくるなら，このへんはちかいですか
　　らね。
　⑭わあ，きれいね。
　⑳　いい　はなね。
　⑮　やっと　ついたわね。
　⑳　きて　よかったわね。
　⑳　みえると　いいね。
　⑰　うっすらと　みえるわね。
ねえ②
口）⑳　ねえ，おとうさん。
②⑯　いい　おてんきねえ。
の⑳
（1）⑦　ああ，わたしの　いえの　ちかくに　あじさいが　きれいに　さいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑦ああ，わたしのいえのちかくにあじさいが、きれいにさいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑩そうだ，こんどのにちようび，つこうがよければ，わたしのう
　　ちに　こない？
　⑩そうだ，こんどのにちようび，つこうがよければ，わたしの；1う
　　ちに　こない？
　⑰かまくらでさんばんのバスにのります。
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。　　　　　一
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　　　　　　　　　　　　　一105一
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑳はしをわたって．にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑳はせがわさんのおたくは，このちかくでしょうか。
　⑰　はせがわさんの　おたくなら，すぐ　そこですよ。
　⑳ひだりのみちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
　⑳ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
　⑳　おともだちの　はるこさん。
　⑮　ずいせんじへ　いくなら，こっちの　みちが　ちかいよ。
　⑳このあたりは，なつになるとおおぜいのひとがきます。
　⑮このはなのなまえ，しっている？
　⑳　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
　⑳あそこのあじさいはきれいですよ。
｛2｝⑳　ああ，にほんがの……。
｛3）⑳　ちかごろは，くるまも　おおいのよ。
　⑲このへんにはたくさんあるの。
のぼる〔登る〕（1｝
　⑳あそこにのぼれば，うみがみえますよ。
のる〔乗る〕ω
　⑰かまくらでさんばんのバスにのります。
は（8｝
　⑳はせがわさんのおたくは，このちかくでしょうか。
　⑲　この　いろは，あおと　みどりを　まぜると　できるわ。
　⑫　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。　　　　、
　⑳　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
　⑫．ちかごろは．くるまもおおいのよ。
　　　　　　　　　　　　　　－106一
　⑬　とうきょうから　あそびに　くるなら，この　へんは　ちかいですか
　　らね。
　⑲　この　へんには　たくさん　あるの。
　⑳　あそこの　あじさいは　きれいですよ。
ぱ（5｝
ω⑬　おきゃくが　くれば，ちぢも　とても　ようこぶわ。
　⑳あそこにのぼれば，うみがみえますよ。
②⑩　そうだ，こんどの　にちようび，っこうが　よければ，わたしの　う
　　ちに　こない？
　⑫　ええ，おてんきが　よければ，いって　みたいわ。
　⑮こめいわくでなければ，おじゃましてもいいかしら。
はい（3）
　⑳　⑭　⑮　はい。
はいる〔入る〕②
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑱ひだりのみちをまっすぐいって，にほんめのみちをひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
はし〔橋〕②
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
はじめまして｛1｝
　⑳はじめまして。
バス②
　⑰かまくらでさんばんのバスにのります。
⑱おおまちでバスをおります。
　　　　　　　　　　　　　　－107一
はせがわ〔長谷川〕②
　⑳はせがわさんのおたくは，このちかくでしょうか。
　⑳はせがわさんのおたくなら，すぐそこですよ。
はな〔花〕④
　⑮　この　はなの　なまえ，しって　いる？
　⑰なんていうはなかしら。
　⑪　いい　はなね。
　⑳　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
はやい〔早い〕（1｝
　③はやくつゆがおわるといいな。
はるこ〔春子〕｛11
　⑳　おともだちの　はるこさん。
ばん〔番〕ω
　⑰かまくらでさんばんのバスにのります。
ひだり〔左〕〔4）
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑳　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　にはいると，みぎがわに　あります。
　⑳　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　にはいると，みぎがわに　あります。
ひと〔人〕（1｝
　⑪　この　あたりは，なつに　なると　おおぜいの　ひとが　きます。
ひとり〔一人〕口｝
⑭まいにちひとりでしごとをしているから。
ふう口｝
　　　　　　　　　　　　　　－108一
　⑰　そんな　ふうに　したかったら，この　ふでで　こう　します。
ふじさん〔富士山〕②
　⑪ふじさんも　みえるかしら。
　⑳　ああ，ふじさんが　みえる。
ふで〔筆〕（11
　⑰　そんな　ふうに　したかったら，この　ふでで　こう　します。
ふゆ〔冬〕（1）
　⑭ふゆならよくみえるんだが……。
ふる〔降る〕（1）
　①まいにちまいにち，よくあめがふるわね。
へ｛4）
　⑪いっしょにずいせんじへいきましょうよ。
　⑳　そちらへ　どうぞ。
　⑳　ああ，ずいせんじへ　いくなら，いっしょに　いきましょうか。
　⑮　ずいせんじへ　いくなら，こっちの　みちが　ちかいよ。
へん〔辺〕②
　⑳とうきょうからあそびにくるなら，このへんはちかいですか
　　らね。
　⑲このへんにはたくさんあるの。
ほら｛2｝
　⑬⑯ほら。
ほん〔本〕②
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑳ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめのみちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
ほんとう〔本当〕｛1｝
　⑱ほんとう。
　　　　　　　　　　　　　　　・－109一
まあ｛1｝
　⑫　まあ。
まいにち〔毎日〕（3｝
　①　まいにち　まいにち，よく　あめが　ふるわね。
　①　まいにち　まいにち，よく　あめがふるわね。
　⑭まいにちひとりでしごとをしているから。
まがる〔曲がる〕｛1）
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
ました（3）
　⑳⑳⑳
ましょう（3｝
　⑪　いっしょに　ずいせんじへ　いきましょうよ。
　⑲　そろそろ，あじさいを　みに　いきましょうよ。
　⑳　ああ，ずいせんじへ　いくなら，いっしょに　いきましょうか。
ますω
　⑰⑱⑲⑳⑳⑳⑳⑰⑱⑪⑳
まぜる〔混ぜる〕②
　⑳　この　いろは，あおと　みどりを　まぜると　できるわ。
　⑳　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。
まっすぐ（1｝
　⑳　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
みえる〔見える〕（6｝
（1）⑳　あそこに　のぼれば，うみが　みえますよ。
②⑳　みえると　いいね。　　　　　　　　　　　　　，
〔3｝⑪ふじさんも　みえるかしら。
　⑭　ふゆなら　よく　みえるんだが……。
　　　　　　　　　　　　　　・－110．一
　⑳　ああ，ふじさんが　みえる。
　⑰　うっすらと　みえるわね。
みぎがわ〔右側〕②
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑳　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
みち〔道〕（6｝
　⑲このみちをすこしいくと，たばこやさんがあります。
　⑳ここで，ひだりのみちにはいると，すぐちいさなはしがあ
　　ります。
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑱ひだりのみちをまっすぐいって，にほんめのみちをひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
　⑳　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
　⑮　ずいせんじへ　いくなら，こっちの　みちが　ちかいよ。
みどり〔緑〕ω
　⑲このいろは，あおとみどりをまぜるとできるわ。
みる〔見る〕（4｝
に｝⑲　そろそろ，あじさいを　みに　いきましょうよ。
②⑫　ええ，おてんきが　よければ，いって　みたいわ。
｛3｝⑳　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
｛4｝⑪　あじさいを　みるなら，ずいせんじが　いいですね。
むずかしい〔難しい〕ω
　⑯　むずかしいんでしょうね。
め（3｝
　　　　　　　　　　　　　　－111一
⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑳　ひだりの　みちを　まっすぐ　いって，にほんめの　みちを　ひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
めいわくな〔迷惑な〕（1）
　⑮　こめいわくで　なけれぽ，おじゃましても　いいかしら。
も｛5）
　⑬おきゃくがくれば，ちぢもとてもよろこぶわ。
　⑳　ここも　すてきだわ。
　⑫よかったら，おとうさんもどう？
　⑫ちかごろは，くるまもおおいのよ。
　⑳ふじさんもみえるかしら。
もうすこし②
　⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
　⑬　もうすこし　いくと，ずいせんじです。
やっと（1）
　⑮　やっと　ついたわね。
よ（9）
　⑪いっしょにずいせんじへいきましょうよ。
　⑳はせがわさんのおたくなら，すぐそこですよ。
　⑲そろそろ，あじさいをみにいきましょうよ。
　⑲　ずいせんじへ　いくなら，こっちの　みちが　ちかいよ。
　⑫ちかごろは，くるまもおおいのよ。
　⑱　ざくろよ。
　⑳　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
　⑭　あそこの　あじさいは　きれいですよ。
　　　　　　　　　　　　　　－112一
　⑳あそこにのぼれぽ，うみがみえますよ。
よい｛6）
（1）㊨そう，じゃ，よかった。
　⑰　うん，よかった。
　⑯　きて　よかったわね。
②⑩　そうだ，こんどの　にちようび，つこうが　よければ，わたしの　う
　　ちに　こない？
　⑫ええ，おてんきがよければ，いってみたいわ。
（3｝⑫　よかったら，おとうさんも　どう？
よく（4｝
（11⑭ふゆなら　よく　みえるんだが……。
②①　まいにち　まいにち，よく　あめが　ふるわね。
　⑳　つゆの　ころに　なると，よく　みる　はなですよ。
（3）⑮　よく　いらっしゃいました。
よろこぶ〔喜ぶ〕ω
　⑬おきゃくがくれば，ちぢもとてもよろこぶわ。
よん〔四〕（1）
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
わ02｝
（1｝⑦　ああ，わたしの　いえの　ちかくに　あじさいが　きれいに　さいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑫　ええ，おてんきが　よけれぽ，いって　みたいわ。
　⑬　おきゃくが　くれば，ちぢも　とても　よろこぶわ。
　⑯じゃあ，ちずをかくわ。
　⑰　こんな　いうが　じゆうに　だせたら，すばらしいわ。
　⑲このいろは，あおとみどりをまぜるとできるわ。
　⑯　ここも　すてきだわ。
　　　　　　　　　　　　　　－113一
　⑯しらないわ。
②①　まいにち　まいにち，よく　あめが　ふるわね。
　⑮　やっと　っいたわね。
　⑳　きて　よかったわね。
　⑳　うっすらと　みえるわね。
わあ（3｝
　⑭　わあ。
　⑭わあ，きれいね。
　⑳　わあ，きれいだ。
わかる〔分かる〕②
　⑳すぐわかりました？
　⑳ええ，たばこやさんできいたら，すぐわかりました。
わたし②
　⑦ああ，わたしのいえのちかくにあじさいがきれいにさいて
　　いる　おてらが　あるわ。
　⑩そうだ，こんどのにちようび，つこうがよければ，わたしのう
　　ちに　こない？
わたる〔渡る〕ω
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
を㈲
ω⑭　まいにち　ひとりで　しごとを　しているから。
⑯じゃあ，ちずをかくわ。
　⑲　この　いろは，あおと　みどりを　まぜると　できるわ。
　⑫　これは，この　いうと，この　いろを　まぜると……。
　⑭　もうすこし　こく　したかったら，この　いろを　いれるんです。
　⑲　そろそろ，あじさいを　みに　いきましょうよ。
　⑪　あじさいを　みるなら，ずいせんじが　いいですね。
　　　　　　　　　　　　　　－114一
②⑲　このみちを　すこし　いくと，たぽこやさんが　あります。
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑳はしをわたって，にほんめのみちをひだりにまがると，みぎ
　　がわの　よんけんめの　いえです。
　⑱ひだりのみちをまっすぐいって，にほんめのみちをひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
⑱ひだりのみちをまっすぐいって，にほんめのみちをひだり
　　に　はいると，みぎがわに　あります。
（3）⑬　おおまちで　バスを　おります。
ん（3｝
　⑱むずかしいんでしょうね。
　⑭もうすこしこくしたかったら，このいろをいれるんです。
　⑭ふゆならよくみえるんだが……。
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資料2．　シナリオ全文
題　　名　　日本語教育映画
　　　　　「あそこに　のぼれば　うみが　みえます」
　　　　　　　　　一条件の表現　1一
企　　画　　国立国語研究所
制　　作　　日本シネセル株式会社
フィルム　　16m／mEKカラー・スタンダード
巻　数　全1巻
上映時間　　5分
現像所　東映化学
録　　音　　読売スタジオ
完成昭和56年8月31日
制作スタッフ
　制　作　静永純一　　制作担当　佐藤吉彦
　脚本 前田直明　 演　出　前田直明
　演出助手　　野　澤　和　之　　　　撮　　影　　相　良　国　康
撮影助手　　渡　辺　　　晶　　　　照　　明　　伴　野　　　功
　照明助手　水村富雄
　録音谷口幸充（読売スタジオ）
　ネガ編集　斎藤康一
配　　役　　春　子　　　　　　　　　　後　藤　真寿美
　　　　順子　　　　 寺内よりえ
　　　　順子の父　　　　大木史郎
　　　　たばこ屋のおばさん　 石黒麗子
　　　　　（順子の父の声　　　吉永　慶）
　　　　　（たぽこ屋のおばさんの声石原由起子）
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12
3
4
5
6
7
8
メイン・タイトル
「目本語教育映画」
テーマ・タイトル
「あそこにのぼれば　うみ
が　みえます」
　　一条件の表現　1－
〈大学〉
大学の外景（雨が降っている）
教室内
窓ぎわで話をしている春子と
順子
雨に濡れるあじさい
窓ぎわで話を続ける二人
春子（カメラ　順子の肩越し
から）
順子
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春子「①まいにち，まいにち
　　　よく　あめが　ふるわ
　　　ね。」
順子「②そうね。
　　　③はやくつゆがお
　　　わると　いいな。」
春子「④うん。
　　　⑤でも，いま，あじさ
　　　いが　とても　きれい
　　　ね。」
順子「⑥そうね。
　　　⑦ああ，わたしの　い
　　　えの　ちかくに　あじ
　　　さいが　きれいに　さ
　　　いて　いる　おてらが
　　　あるわ。」
春子「⑧ああ，ずいせんじで
　　　しよう。」
順子「⑨ええ。
　　　⑩そうだ，こんどの
　　　にちようび，っこうが
　　　よければ，わたしの
　　　うちに　こない？
　　　⑪いっしょに　ずいせ
　　　んじへ　いきましょう
910
11
12
春子
二人
地図をかく順子
地図
地図をかく手
地図
〈鎌倉〉
バスから降りる春子
地図を描いた紙切れを手にも
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　　　よ。」
春子「⑫ええ，おてんきが
　　　よければ，いって　み
　　　たいわ。」
順子「⑬おきゃくが　くれぽ，
　　　ちぢも　とても　よろ
　　　こぶわ。
　　　⑭まいにち，ひとりで
　　　しごとを　して　いる
　　　から。」
春子「⑮こめいわくで　なけ
　　　れぽ，おじゃましても
　　　いいかしら。」
順子「⑯じゃあ，ちずを　か
　　　くわ。一
　　　⑰かまくらで　さんぽ
　　　んの　バスに　のりま
　　　す。
　　　⑬おおまちで　バスを
　　　おります。
　　　⑲この　みちを　すこ
　　　し　いくと，たばこや
　　　さんが　あります。
　　　⑳ここで，ひだりの
　　　みちにはいると，す
　　　ぐ　ちいさな　はしが
　　　あります。
　　　⑳はしを　わたって，
　　　にほんめの　みちを
　　　ひだりに　まがると，
　　　みぎがわの　よんけん
　　　めの　いえです。」
春子「⑳ありがとう。」
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
って歩く
たばこ屋
おばさんが座っている
たばこ屋に寄る春子
春子（おぽさん肩越し）
おばさん
春子
おばさん（春子肩越し）
　実景
　Y字路
　道，移動
　カメラ移動して門
く順子の家〉
　門から入ってくる春子，順子
画室の窓口で父に呼びかける
順子
ふりむく父
春子
日本画を描いている父
一 119一
春子「⑳すみません。
　　　⑳はせがわさんの　お
　　　たくは，この　ちかく
　　　でしょうか。」
おばさん「⑳ああ，にほんが
　　　　　の……。」
春子「⑳ええ。」
おばさん「⑳はせがわさんの
　　　　　おたくなら，すぐ
　　　　　そこですよ。
　　　　　⑱ひだりの　みち
　　　　　を　まっすぐ　い
　　　　　って，
　　　　　にほんめの　みち
　　　　　を　ひだりに　は
　　　　　いると，みぎがわ
　　　　　に　あります。」
順子「⑳すぐわかりました？」
春子「⑳ええ，たばこやさん
　　　で　きいたら，すぐ
　　　わかりました。」
順子「⑳そう，じゃ，よかっ
　　　た。」
順子「⑳おとうさん……。」
順子「⑳おともだちの　はる
　　　こさん。」
父「⑭ああ，どうも。
　　⑳よく　いらっしゃいま
　　した。
　　⑳さあ，さあ。」
26
27
28
29
30
31
32
33
画室にあがる順子，春子
日本画を描いている父，道具
をかたづけ始める
目本画（春子肩越し）
春子，順子に話しかける
応える順子
皿を取って色を混ぜる父
混ぜた皿を持った手もと
春子
描きかけの日本画
絵を描いてみせる父，手もと
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春子「㊨おじゃまします。」
父「⑳そちらへどうぞ。」
春子「⑳はい。一
　　　⑳はじめまして。」
父「⑪いつもじゅんこが
　　おせわに　なって　いま
　　す。」
順子・春子「⑫まあ。」（笑い
　　　　　声）
父「⑳おらくに　どうぞ。」
春子「⑭はい。」
父「⑮ちょっと　しつれい。」
春子「⑯いい　いろですね。
　　　㊨こんな　いうが　じ
　　　ゆうにだせたら，す
　　　ぼらしいわ。
　　　⑱むずかしいんでしょ
　　　うね。」
順子「⑲この　いろは，あお
　　　と　みどりを　まぜる
　　　と　できるわ。
　　　⑳ねえ，おとうさん。」
父「⑪ああ，これですか。
　　⑳これは，この　いうと，
　　この　いろを　まぜると
　　゜°右゜°°o
　　⑳ほら。」
父「⑭もうすこし　こく　し
　　たかったら，この　いろ
　　を　いれるんです。
　　⑮ほら。」
春子「⑯ここも　すてきだわ。」
父「⑰そんなふうにした
　　かったら，この　ふでで
　　こうします。
　　⑬かわいたら，その　う
34
35
36
37
38
39
40
完成した日本画
話す順子，春子，父
立ちあがる三人
〈瑞泉寺近くの道〉
、
三人散歩をしている。別れ道
二人を呼び止める父
戻る二人
歩く三人（移動）
道の両側には塀や垣根，草木，
樹木
立ち止まる三人。垣根越しに
ざくろがある
ざくろ
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えから　ぬります。」
順子「⑳そろそろ，あじさい
　　　を　みに　いきましょ
　　　うよ。」
春子「⑳ええ。」
父「⑪あじさいをみるなら，
　　ずいせんじが　いいです
　　ね。」
順子「㊨よかったら，おとう
　　　さんも　どう？」
父「⑳ああ，ずいせんじへ
　　いくなら，いっしょに
　　いきましょうか。」
順子「⑭わあ。」
春子「⑮はい。」
順子「⑯いい　おてんきねえ。」
春子「㊨うん，よかった。」
父「⑱ああ，じゆんこ。
　　⑲ずいせんじへ　いくな
　　ら，こっちの　みちが
　　ちかいよ。」
順子「⑳あっ，そうね。」
父「㊨このあたりは，なつ
　　に　なると　おおぜいの
　　ひとが　きます。」
順子「⑫ちかごろは，くるま
　　　も　おおいのよ。」
父「⑳とうきょうから　あそ
　　びに　くるなら，この
　　へんは　ちかいですから
　　ね。」
春子「⑭わあ，きれいね。」
順子「⑮この　はなの　なま
　　　え，しって　いる？」
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
春子，順子
父
三人，歩き出す
〈瑞泉寺境内〉
山門をくぐる三人
　あじさい
あじさいから移動
／
境内を歩く三人，立ち止まる。
山を指す父
山
歩きだす三人　　　　，
山へ登る三人
富士山
タイトル
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春子「⑯しらないわ。
　　⑰なんて　いう　はな
　　　かしら。」
順子「⑱ざくろよ。
　　⑲この　へんには　た
　　　くさんあるの。」
春子「⑳そう。
　　⑳いいはなね。」
父「⑳つゆのころになる
　　と，よく　みる　はなで
　　すよ。」
父「⑬もうすこし　いくと，
　　ずいせんじです。
　　⑭あそこの　あじさいは
　　きれいですよ。」
春子「⑳やっと　ついたわね。」
順子「⑯きて　よかったわね。」
春子「⑳うん。」
順子「⑳わあ，きれいだ。」
春子「⑳そうね。」
父「⑳あそこにのぼれば，
　　うみが　みえますよ。」
順子「⑳ふじさんも　みえる
、　　　かしら。」
父「⑫みえるといいね。」
順子「⑳ええ。」
父「⑭ふゆなら，よくみえ
　　るんだが……。」
順子「⑮ああ，ふじさんが
　　　みえる。」
春子「⑯ほんとう。
　　　⑰うっすらと　みえる
　　　わね。」
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あそこにのぼれぽうみがみえます
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